














1.研究目的 

乳幼児突然死(SIDS)は、欧米ではかなり古くから種々な調査、研究が行なわれているにも

かかわらず、いまだその原因は確定されていない。しかしながら、すでに、欧米では乳幼

児死因の上位を占める重要な疾患単位として広く受け入れられているが、本邦では、いま

だ十分な研究がなされておらずその疫学的データもきわめて不足している状態である。最

近になって SIDS の病理学的並びに統計学的な研究成績からいくつかの原因と思われる項

目が浮び上がり、従来まで全く健康な乳児が突然死亡するのではなく、一見正常であるが

わずかに異常のある乳幼児に生ずる突然死でなかろうかと言われてきた。特に、病理学的

調査から種々の慢性低酸素症の所見か発見され注目されている。すなわち、慢性の低酸素

症は、出生前後から連続しておこるものがかなりあり、ここに周産期の要因を深く検討し

なければならない所以である。 

周産期の立場から種々の周産期因子と SIDS 発生の頻度の相関を次のような目的より検討

を行なう。 

1)本邦における SIDS の疫学的情報を周産期の面より集積し、その実態を明らかにする。 

2)周産期諸因子と SIDS 発生の相関を解析する事により、周産期の情報から SIDS発生のリ

スク度を算定する high-risk screening system の作成を行い SIDS の予防へ応用する。 

3)さらに、このような解析より SIDS の原因控究の一助となる情報が得られる。 


